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論文内容の要旨
第1章研究背景
近年､福祉や医療分野をはじめとした様々な研究分野において｢幸福｣をテーマとした
研究がおこなわれているo心理学で言及する｢幸福｣は､主観的幸福度(subjective
well-being)と呼ばれることも多い｡これは人々が自分の人生をどのように評価するのかを
検討するものである｡
主観的幸福度は個人の主観的評定によってその程度が調べられているが､そのような
主観的尺度は年齢や性別のような個人の特性に影響を受けやすいこと､主観的幸福度に
はこれという客観的な基準がないため､個人間で判断が異なる可能性があり､それに基づ
いて確固とした結果を導き出すことには限界があるなど､主観的評定であるがゆえに持つ
問題が存在する｡
そこで､主観的幸福度を客観的な指標(行動指標)によって測定できないかというところ
から､本研究では､主観的幸福度と人の精神機能の関係､特に､感情を自覚したり､物事
の判断や行動するための指令を司る部分である前頭前野の認知機能に焦点を当てて､
主観的幸福度とのその関係性を明らかにすることを目的とし､大きく分けて2つゐテーマ
について実験･調査による検討を行った｡
第2章主戦的幸福度と音詩洗場性機能との関係
日頃の感情状態を反映した主観的な幸福度と外界の状況が個人に発生させた｢感情
状態としての幸福｣ともいうことができる陽性感情の関係に着目し､陽性感情を支える神経
基盤として関係していることが示唆されているド-ペンの働きを反映する認知機能として､
左半球の前頭葉に依存した言語流暢性(verbal -fluency)課題によって主観的幸福度の個
人差を測定することとしたo大学生40名が実験に参加し､感情誘発用に26インチモニタ
ーTV､ DVDプレーヤー､単語産出の記録用としてICレコーダーを用いて実験を行った｡
その結果､主観的幸福度と気分操作の関係については､主観的幸福度の低い群は陽
性感情でも陰性感情でも誘発の影響を後まで引きずりやすく､言語流暢性に関しては､音
韻性流暢性において主観的幸福群間で差が大きくなるのは陰性感情を誘発した場合で
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あること､さらに､その差は気分が中立､陽性になるに従って減少することが実験結果から
明らかとなったoさらに､主観的幸福度と気分誘発の効果は相互作用し､主観的幸福度の
低い群では気分誘発により陽性･陰性とも顕著な影響がみられたのに対し､主観的幸福
度の高い群では影響はみられたもののその程度は弱く､陰性の気分換作に対してより安
定的な反応を示していた｡
第3幸主観的幸福度と能動的注意機能との関係
第2車の結果から､主観的幸福度の商い人は感情の動揺を抑える能力が痛いことから､
感情面だけでなく一般的に瓢知的処理に対する干渉を抑制する能力も持ち合わせている
のではないかと仮定し､干渉課題での干渉の抑制能力との関係を見てみようと考え､切り替
えの有無による干渉抑制効果の違いの検討と主観的幸福度の個人差と切り替え条件によ
る成績の促進効果の関係の検討の2点について検討した｡
切り替えの有無による干渉抑制効果の違いの検討として､実験ト1では大学生40名､
実験ト2では大学生20名が実験に参加し､ I-1､ 1-2共通してPCディスプレー､キーボー
ド､ヘッドセットから実験装置を構成したo認知艶樽のSimon課嶺､ stroop課題をPCディス
プレーに提示し､キーボードおよび音声によって反応時間を計測したo
また､主観的幸福度の個人差と切り替え条件による成績の促進効果の関係の検討として､
実験2-1では大学生63名■､実験2-2では大学生74名が実験に参加し､ 2-1､ 2-2共通して
PCディスプレー､キーボード､ -ツドセットから実験装置を構成したo認知課題の
Color-word switching練題はPCディスプレーに提示し､キーボードおよび音声によって反
応時間およびエラー個数を計測した｡
その結果､ Simon課題､ Str叩課複の2つの注意機能課顔を用いた干渉抑制効果の牲
較(実験1-りでは､ Simon殊題の干渉量に有意差は認められず､ stroop課襟での3つの
切り番え条件間の干渉亀で有意傾向が認められ､主観的幸福度による違いはStroop課顔
においてみられたoベースライン条件からの変化(実験1-2)については､ Simon課題で干
渉最に有意差が認められたが､ Stroop課題では有意差は認められなかった.また､切り称
え条件による成績の促進効果の実験(実験2-l､ 2-2)では､ 2つの切り替え課嶺の組み合わ
せは反応成績を改善するのではなく､むしろ逆に悪化させる方向に作用し､それが特に主
観的幸福度の低い群においてその影響が強いということを示唆する結果となった｡
第4章主戦的幸福度と自動的感情抑制について
第2車､第3帝の結果から､前頭葉は人間の能動的な行動制御に塵要な脳の部位で
あり､この部位の機能の個人差が主観的幸福度の個人差を支えている客観的要関ではな
いかという仮説に至ったoそこで､主観的幸福度の脳活動との関連の検討ということで､前
頭葉機能の1つの表れと見なせる自動的感情抑制について､情動刺激によるプライミング
効果(九ffective priming)の時間的推移の個人差を指標として､主観的幸福度の影響を検
討した｡
実験日では大学生66名､実験1-2では大学生81名が参加した｡ 1-1､ 1_2共通して
PCディスプレー､キーボードから実験装置を構成した.感情プライミング課顔として､実験
1-1では強い陰性刺激<NegH> ･弱い陰性刺激<NegL> ･中立的な刺激<Neut>の3
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種類､各12枚から構成し､実験ト2では弱い陽性刺激<posL>潤い陰性刺激<NegL
>･中立的な刺激<Neut>の3種類､各12枚から構成した｡最初に提示される感情プラ
イミング刺激に惑わされることなく､後に提示される無意味図形が好きか嫌いかを直感的
に判断し､キー押しで答えてもらったo
その結果､強度の異なる情動刺激(NegH､ NegL､ Neut:実験日)では､強度の速いに
よる影響は主観的幸福度による違いは無く､また､主観的幸福度の高い群も低い群も刺激
を受けてから5000msより前の段階で既に感情刺激の影響は出ていた｡感情刺激の組み
合わせやSOAの間隔を短くして再度検討を行った結果(実験1-2) ､主観的幸福度の高い
群では､時間の早い段階(1000msよりも前)で感情刺激の影響が見られ､ 4000msの段階
ですでに感情の影響は収束していた｡ -方､低い群は､高い群よりも2､ 3秒遅れて刺激の
影響がみられ､その後の収束についても､それぞれの刺激によってまばらであり､影響が
残っていることが確認された｡
第5章主観的幸福度の速いと健康関連行動
主観的幸福度の個人差とpositivebiasが関連しているかどうかを確認した上で,これ
が健康関連行動とどのように関連するのかを､ ①健康上のリスクを無視(自分の健康状
態を過信)するのか､ ②健康上のリスクを正当に(自分の健康維持にとって､より適応
的に)扱うのかという2つの可能性について､幸福と関連があるといわれている生活の
満足感の5項目(生まれ育った街･仕事以外の余暇活動･友人関係･家族関係･健康状
態)を主観的幸福度の指標として､大学生を対象に検討を行った｡
大学生400名で､そのうち378名から有効回答を得た(有効回答率94.5%)｡質問紙では､
生活の満足度(幸福度: 5項目､7件法)､相対的種置(positive Biasの指標: 5項目､5
件法) ､ negative経験(選択式､記述式) ､日頃の健康についての考え方(選択式) ､特定症
状発症時の対処行動(選択式)の5つの項削こついて回答してもらった｡
その結果､主観的幸福度はpositive biasをもたらすことが｢相対的位置｣の結果から確認
されたo t観的幸福度と関連していた項目は､ ｢Negative経験｣､ ｢日頃の健康についての
考え方｣の2項目で､ ｢Negative経験｣では､ ｢受験に失敗｣と｢大きな病気に滞る｣の2項目
が主観的幸福度との関連が見られたoまた､ Negative経験をしたことが良かったか悪かった
かの評価についても､主観的幸福度が高くなるにつれnegative経験をpositiveに考える傾
向がうかがえる結果となった｡ ｢日頃の健康についての考え方｣では､健康を保つために日
常心がけていることについて該当する項目を選択してもらったところ､選択数が主観的幸福
度間で逮いが見られ､ low群と比べてhigh群において選択数が多い結果となった｡
第6章主戦的幸福度と先延ばし横向の関係
兄延ばし傾向とは､ -一般的な見解として､やらなければならない行動を遅らせることで事
態が悪くなると予想される場合であったとしても､合理的理由無く意図して遅らせる態度や
振る舞いのことである｡第6章では､個人の主観的な幸福度が社会的場面での(仕事に係
わる)意志決定にどのように影響するかを調べる目的で調査を行った｡
調査1では､入学生400名を調査対象とし､ 378名から有効回答を得た(有効回答率
94.5%)｡質問紙では､生活の満足度(幸福度: 5項目､ 7件法)､時間の使い方(記入式)､
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仕事の取り組み姿勢(5項目､各項目2択)の3項目である｡調査2では､ 570名を調査対
象とし､ 531名(男性:436名､女性:95名)から有効回答を得た(有効回答率93.2%)｡質
問紙では､生活の満足度(幸福度: 5項目､7件法)､仕事の先延ばし便向(8項目､3件
法)､仕事を引き受ける際の動機(10項目､VAS法)の3項目であるo
結果は､調査1､調査2どちらの調査結果からも､先延ばし傾向は主観的幸福度の低い
群ほど､自分が｢やりたいこと(興味があること､好きなこと)｣を優先し､ ｢やらなければなら
ないこと(義務としてやるべき仕事など) ｣を先延ばしする(手をつけるのに時間がかかる)
傾向がみられた｡
第7手強合考察
本研究の当初の目的は､ i=.観的幸福度を様々な側面から測定する為の客観的な行動
指標の開発であった｡もし､ ｢主観的幸福度｣という捉えどころのないものを万人を対象にし
･.ても測定可能な定量的指標(行動指標)によって測定することが出来るならば､従来､自己
申告でしか知ることのできないその人個人の幸福度に対して､本来入ってしまいがちな主
観的バイアスが入りにくい精度の優れた指標を提供することができるのではないかと考え､
前頭葉に関わる様々な機能(膏語流暢性､能動的注意機能､自動的感情抑制､自己調整
能力)と主観的幸福度との関係を検討してきた｡その過程で､主観的幸福度の個人差の背
後には､注意の切り替えや干渉抑制のような能動的注意機能が絡んでいるのではないかと
いう着想を得たoこの部分に関しては､今後､ fMRIを用いた研究を通して前頭葉関連機能
が具体的に前頭葉のどの部位とどのように関連しているのかが明確になることによって､主
観的幸福度の個人差と前頭薬関連機能との関係がより確聞としたものになるのではないか
と考えるo
-　6　-
論文審査結果の要旨
崩近､ポジティブ心理学の隆盛とともに主観的幸福度(個人がどの程度生活のいろいろな側面に満足して
いるかあるいはどの程度内分自身を奉福だと判断するかにより測定される主観尺度)に関する研究が広<行
われるようになってきた｡主観的幸福度に関する従来の研究は､大部分自己申告に基づく調査型の研究で､
なぜ主観的幸福度の個人差が見られるのかを明らかにするものとは言えない｡この論文は,こうした先行研
究の問題点をふまえた上で-主観的幸福感の個人差に焦点を当て､前頭集が関わるとされている行動指標を
用いて主観的幸福度の個人差を支える認知機能を明らかにすることを目指した研究で､序章と7章からなっ
ている｡
序章は､研究の目的と論文全体の構成について述べている｡
第1章は､主観的幸福度の定義とその指標について先行研究をレビューするとともに､研究の主たる対象
である前頭集が関係するとされる認知機能について説明している｡
第2草は､前頭集機能検糞としても用いられている音詩流暢性を指標として､羊観的幸福度の個人差と言
論流暢他機能との関連を検討している｡その結果､主観的や福度の高い人とそれが低い人を比較すると､特
に感情操作により陰性感情を誘導した場合に両者の違いが顕著となることを明らかにした｡主観的幸福度の
違いが特に陰性感情誘導時に顕著となるという知見は､これまで報告されていない独創的な知見といる｡
第3章では､前頭糞の機能が重要な関わりを持つとされている能動的注意機能と主観的幸福度の個人差と
の関連を検討した｡その結果､特に注意の切り替え(刺激の持つ複数の特徴に対し異なる反応を手がかりに
従ってどちらに反応するか切り替える)が主観的幸福度の個人差と大きく関わっていること､具体的には主
観的幸福度が削､人は注意の切り替えを繰り返しても機能低下を示しにくいことを明らかにした｡この結果
は､主観的幸福度の個人差の背後に環境(特にストレスフルな出来事)に対する対処方略や対処能の違いがあ
ることを示唆するもので､興味深い知見と言える｡
第4章では･感情プライミング法を用いて感情誘発刺激に対する自動的な感情反応を検討した予備的な実
験を紹介している｡その結果､主観的幸福度の低い人は陰性感情に対する自動的な反応の収束が悪いことが
示唆された｡この知見は､今後の研究にまつところが大きいが､第2番での績巣とも合わせて考えると､た
いへん興味深い結果である｡
第5帝と第6章では､より現実的な日常生活でみられる行動(健康行動及び先延ばし頼向)について主観
的幸福度の影背をアンケート調査により検討したもので､主観的幸福度が健康関連行動や仕事での先延ばし
傾向(面倒なことを先送りする傾向)と関連することを明らかにしている｡
以上要するに,本論文は,主観的幸福度という自己の主観的な状態に対する個人の判断の追いがどのよう
な認知心理学的機能に由来するかに関して前頭桑が関連するとされる認知機能を指標として実験的に検討し
たもので､認知心理学及び情報科学の発展に寄与するところが少なくない｡
よって.本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める｡
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